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司会・印南敏秀　皆さん、こんにちは。ただ今から愛知大学綜合郷土研究所主催の第3回東海地方
の海里山の食文化研究会シンポジウム、伝統的名古屋の食文化を開催させて頂きます。多分この
中には郷土研って何だろうというふうに思われてる方もたくさんいらっしゃるだろうと思います。
郷土研というのは私どもは通常、郷土研と呼んでるわけでございますけれども。入口のところに
こういった郷土研のチラシを置いておきましたので、もしまだお持ちでない方は後で見てもらい
たいんですけれども。1951年、愛知大学にできました研究所でございます。ただ郷土研は豊橋に
あるもんですから、なかなか名古屋の方には馴染みがないということもございまして、実は今回
こういうかたちで初めて名古屋で開催させて頂きます。一つには内容が名古屋ということでござ
いますけれども、郷土研の存在を、名古屋の方にも少しは知って頂きたいというようなことで、
今回こちらのほうでシンポジウムを開催させて頂くことになったわけでございます。郷土研は、
人文、社会、自然の学際的な教員がいるわけでございますが、そういった学際的教員によって東
海地方、愛知、静岡、長野、岐阜、三重県を中心にこれまでずっと研究を続けてきた機関でござ
います。その中でここ10年ぐらい前から海里山という自然と人間の関わり、そういったものを
ずっとテーマにしてまいりまして、2012年には海里山の報告書3冊を刊行しております。今日の
テーマも海里山というふうに書いてあるわけでございますが、なかなか街に住んで生活しており
ますと、自然環境の悪化といったことを気付くことが少ないわけでございます。そこで一番皆さ
ん方にとって身近な食文化からそういった人間の生活とか自然環境というものを考えていくとい
うことで始めましたのが、この東海地方の海里山の食文化研究というかたちになります。これま
では2回豊橋のほうで開催致しまして、今年は名古屋で開催することになったわけでございます。
名古屋の食文化といいますと名古屋めしということが最近取りあげられているわけでございます
けれども、名古屋めしというのはだいたい万博以降、呼ばれることが多くなったわけでございま
す。そういった名古屋めしの背景っていうのは一体何なんだろうかというふうなことにつきまし
てはなかなか聞こえてこない。そういった名古屋の伝統的な食文化について色々なかたちで教え
て頂ける方はいらっしゃらないかということでお探ししていたわけでございます。そうした時に
『なごや飲食夜話』という本が出版されました。実は『あじくりげ』という雑誌がございまして、
その雑誌をとおして安田先生を存じ上げていたわけなんですけれども。こうやってまとめられて
みると名古屋の伝統といいますか、名古屋めしを考える時に非常に参考になることを確信致しま
した。そういうことで今日は安田先生に伝統名古屋の食文化でお話を頂くことになったわけでご
ざいます。基調講演だけでもいいんですけれども、もう少し具体的なというかたちで名古屋の食
について皆さん方にお伝えすることは出来ないだろうかということで安田先生にお願い致しまし
たら、仕出しの八百彦さん、八丁味噌のまるやさんのお二人方をご紹介頂きました。基調講演の
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後、お二人方も加えて3人で、名古屋の伝統食についてお話して頂くことになりました。今日、御
参加いただいた方には、名古屋の伝統食にどういう特徴や背景があって、どのようなことを大切
にしていかなければいけないのかというなことをお持ち帰り頂けるんではないかと思います。そ
れでは早速、安田先生に伝統的名古屋の食文化ということでご講演をお願いしたいと思います。
先生、宜しくお願いします。
